
町制施行 60周年記念



町制施行60周年によせて 町制施行60周年にあたって
　今年は、日高町（旧内原村・旧志賀村・旧比井崎村の3村が昭和
29年10月に合併）が誕生してから60周年の記念の年でございます。
　この60周年という記念すべき節目の年を迎えられましたことは、
町民みなさま方をはじめ町制発展のためご尽力くださいました関係
各位のみなさまのご支援とご協力の賜であると深く敬意を表し、こ
こに60年にわたる町制の歩みを編集した次第でございます。
　本町は、黒潮の影響を受けた温暖な気候と、紺碧の紀伊水道をの
ぞむ美しく変化に富んだ海岸線、そして紀伊山地に連なる緑輝く
山々に包まれた、優れた自然環境・景観を誇るまちで前途洋々とス
タートしました。
　60年という長い道のりには、大型台風等による自然災害や経済不
況など多くの試練や苦難もありましたが、肥沃な土地と紀伊水道の
好漁場を生かし、先人の英知と町民のたゆみない努力により、古く
から農業と水産業を基幹産業として発展してきました。
　また、日高町誕生当時の人口は9,142名でございましたが、社
会・経済情勢の変化に伴い年々人口が減少し、平成2年には6,862人
と危機的な状況になりました。
　最近では少子高齢化も急速に進んでおりますが、子育て支援の充
実、住環境の整備などを積極的に推進してきた結果、平成22年には
7,432人となり、和歌山県内のほとんどの自治体で人口が減少する
中、一貫して増加傾向で推移しております。
　また一方では、地域主権の時代の到来をはじめ、安全・安心の時
代の到来、地球規模での環境保全の重要性の高まり、地方の産業・
経済の低迷など、あらゆる分野で大きな転換期を迎えています。
　本町では、美しい海岸線と緑の山々に包まれた優れた自然環境・
景観との共生を基本に、環境保全を重視したまちづくりを推進する
とともに、東南海・南海地震への備えをはじめとする危機管理体制
の一層の強化を図り、快適で安全・安心な暮らしが実感できる、よ
り質の高い住環境づくりを進めていく必要があると考えております。
　60周年を契機に、より一層みなさま方と行政が一体となって魅力
あふれる明るく住みよいまちづくりに全身全霊を捧げ、「笑顔で健
康に暮らせるまちづくり」を目指してまいりますので、ご支援・ご
協力をお願い申し上げますとともに、みなさま方のご健勝、ご多幸
を祈念しご挨拶といたします。

平成26年10月

日高町長　松本　秀司

　昭和29年に内原村、志賀村、比井崎村の3村が合併し日高町とい

うきれいな海、山、野に囲まれたすばらしい町が誕生し、今日まで

の諸先輩方の並々ならぬご尽力のお陰で町制施行60周年を迎えるこ

ととなりました。

　そのお陰をもちまして、今では県下で一番の人口増加を誇る町に

なり、それは現在も継続中であり、先人のご尽力の賜と心から敬意

と感謝の意を表したいと存じます。

　この節目に当たってまず私が感じることは、60年という歴史ある

自然豊かなすばらしい日高町を後世に受け継いでいかなければなら

ないのではないかと考えます。

　それが現代我々に課せられた使命であると思うのであります。

　そのためには、近く発生が予想されている南海トラフによる地

震・津波の大災害から町民の方々をどのようにして守るのか、防災

減災についていかに取り組むのか、議会と行政が一体となって取り

組まなければならない最優先の課題ではないかと考えます。

　また、これからの住民生活に大きく影響を及ぼすであろう地球規

模での環境の変化に対応することが大切になってきたのではないか

と思います。

  最近のゲリラ豪雨や台風の発生時期等に見られるように過去には

例のないような気候になってきているように思います。

　これらに対応すべく対策には地方からも声を大にして国・県に働

きかけていかねばならないのではないか。

　また、これらを努力することで、住みよい安心安全な日高町の実

現に繋がるのではないかと思うのであります。

　私たち議会といたしましてもより一層の研鑽を重ね住民の皆様の

期待にお答えすべく努めて参る所存でありますので、今後ともご指

導ご協力をよろしくお願い申し上げますとともに、町民の皆様のご

健勝ご多幸と、日高町の輝かしい発展をご祈念申し上げ、議会を代

表してのご挨拶といたします。

平成26年10月

日高町議会議長　野田　善啓

日高町60年史



町制施行60周年によせて 町制施行60周年にあたって
　今年は、日高町（旧内原村・旧志賀村・旧比井崎村の3村が昭和
29年10月に合併）が誕生してから60周年の記念の年でございます。
　この60周年という記念すべき節目の年を迎えられましたことは、
町民みなさま方をはじめ町制発展のためご尽力くださいました関係
各位のみなさまのご支援とご協力の賜であると深く敬意を表し、こ
こに60年にわたる町制の歩みを編集した次第でございます。
　本町は、黒潮の影響を受けた温暖な気候と、紺碧の紀伊水道をの
ぞむ美しく変化に富んだ海岸線、そして紀伊山地に連なる緑輝く
山々に包まれた、優れた自然環境・景観を誇るまちで前途洋々とス
タートしました。
　60年という長い道のりには、大型台風等による自然災害や経済不
況など多くの試練や苦難もありましたが、肥沃な土地と紀伊水道の
好漁場を生かし、先人の英知と町民のたゆみない努力により、古く
から農業と水産業を基幹産業として発展してきました。
　また、日高町誕生当時の人口は9,142名でございましたが、社
会・経済情勢の変化に伴い年々人口が減少し、平成2年には6,862人
と危機的な状況になりました。
　最近では少子高齢化も急速に進んでおりますが、子育て支援の充
実、住環境の整備などを積極的に推進してきた結果、平成22年には
7,432人となり、和歌山県内のほとんどの自治体で人口が減少する
中、一貫して増加傾向で推移しております。
　また一方では、地域主権の時代の到来をはじめ、安全・安心の時
代の到来、地球規模での環境保全の重要性の高まり、地方の産業・
経済の低迷など、あらゆる分野で大きな転換期を迎えています。
　本町では、美しい海岸線と緑の山々に包まれた優れた自然環境・
景観との共生を基本に、環境保全を重視したまちづくりを推進する
とともに、東南海・南海地震への備えをはじめとする危機管理体制
の一層の強化を図り、快適で安全・安心な暮らしが実感できる、よ
り質の高い住環境づくりを進めていく必要があると考えております。
　60周年を契機に、より一層みなさま方と行政が一体となって魅力
あふれる明るく住みよいまちづくりに全身全霊を捧げ、「笑顔で健
康に暮らせるまちづくり」を目指してまいりますので、ご支援・ご
協力をお願い申し上げますとともに、みなさま方のご健勝、ご多幸
を祈念しご挨拶といたします。

平成26年10月

日高町長　松本　秀司

　昭和29年に内原村、志賀村、比井崎村の3村が合併し日高町とい

うきれいな海、山、野に囲まれたすばらしい町が誕生し、今日まで

の諸先輩方の並々ならぬご尽力のお陰で町制施行60周年を迎えるこ

ととなりました。

　そのお陰をもちまして、今では県下で一番の人口増加を誇る町に

なり、それは現在も継続中であり、先人のご尽力の賜と心から敬意

と感謝の意を表したいと存じます。

　この節目に当たってまず私が感じることは、60年という歴史ある

自然豊かなすばらしい日高町を後世に受け継いでいかなければなら

ないのではないかと考えます。

　それが現代我々に課せられた使命であると思うのであります。

　そのためには、近く発生が予想されている南海トラフによる地

震・津波の大災害から町民の方々をどのようにして守るのか、防災

減災についていかに取り組むのか、議会と行政が一体となって取り

組まなければならない最優先の課題ではないかと考えます。

　また、これからの住民生活に大きく影響を及ぼすであろう地球規

模での環境の変化に対応することが大切になってきたのではないか

と思います。

  最近のゲリラ豪雨や台風の発生時期等に見られるように過去には

例のないような気候になってきているように思います。

　これらに対応すべく対策には地方からも声を大にして国・県に働

きかけていかねばならないのではないか。

　また、これらを努力することで、住みよい安心安全な日高町の実

現に繋がるのではないかと思うのであります。

　私たち議会といたしましてもより一層の研鑽を重ね住民の皆様の

期待にお答えすべく努めて参る所存でありますので、今後ともご指

導ご協力をよろしくお願い申し上げますとともに、町民の皆様のご

健勝ご多幸と、日高町の輝かしい発展をご祈念申し上げ、議会を代

表してのご挨拶といたします。

平成26年10月

日高町議会議長　野田　善啓

日高町60年史



1954
昭
和
2
9
年－
1965

昭
和
4
0
年
1965

昭
和
4
0
年－
1973

昭
和
4
8
年
1973

昭
和
4
8
年－
1979

昭
和
5
4
年
1979

昭
和
5
4
年－
1986

昭
和
6
1
年
1987

昭
和
6
2
年－
2000

平
成
1
2
年
2001

平
成
1
3
年－
2008

平
成
2
0
年
2009

平
成
2
1
年－
2014

平
成
2
6
年

日高町 60年史

国勢調査実施、人口8,779人、世帯数1,826戸

国勢調査実施、人口8,177人、世帯数1,805戸
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志賀小学校校舎及び屋内運動場竣工（校舎　
鉄筋コンクリート造2階建　1,692㎡　屋内
運動場　鉄筋コンクリート造2階建　749㎡
町長選挙執行、一松春氏、再選（3期目）
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国勢調査実施、人口6,973人、世帯数1,873戸

第二次日高町長期総合計画策定

国勢調査実施、人口6,975人、世帯数1,969戸
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チャリティー
バザー

「いきいき日高」夏祭り

町長 志賀政憲氏

日高町社会福祉センター

久志集会所

日高中学校屋内運動場

第4回全国ひだかサミット

防災行政無線

御坊広域休日急患診療所

世界リゾート博市町村デーイベント

保健福祉総合センター

熊野古道石畳道修復整備工事完了

御坊広域清掃センター

阿尾下水処理場

外国語指導助手
（ＡＬＴ）

南紀熊野体験博

温泉館「海の里」みちしおの湯
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2006
平成18年

比井小学校屋内運動場竣工
柏コミュニティセンター竣工
美浜町・日高町・由良町合併協議会解散（廃止）
日高町・由良町合併協議会を設置
外部委託方式による、小中学校の学校給食を
開始
特別養護老人ホームひだか博愛園みちしお竣
工
広川南インターが供用開始
町制施行50周年記念講演会
町制施行 50 周年記念誌「のびゆく日高町」
全戸配布
小池下水処理場竣工

日高町・由良町合併協議会解散（廃止）
萩原浄水場増改築工事竣工（膜濾過方式採用：
簡易水道から上水道に）
志賀保育所増改築工事竣工
海岸筋に津波避難誘導灯及び海抜表示板を設
置
柏地区に人工海浜・柏ビーチ整備（延長
300m、平成7年着工）
0歳児保育を開始（志賀保育所）
上水道企業会計へ移行
藤井宗二氏、教育長退任
教育長に、玉石守氏就任
社会福祉法人太陽福祉会、社会就労センター、
パン工房サンフルひだか竣工
国勢調査実施、人口7,344人、世帯数2,480戸
日高町行財政改革大綱策定

ケーブルテレビ開局（由良町、日高町、日高
川町）
庁舎議場アスベスト対策工事竣工
高家駐在所竣工
和歌山県多目的グランド竣工
高家下志賀線竣工
住民課を住民福祉課に機構改革
日高町地域包括支援センターを設置
ケーブルテレビ行政チャンネル運用開始
町長中善夫氏、無投票で再選（2期目）
中央公民館耐震補強、アスベスト対策工事、
エレベータ設置等、改修工事竣工
故クヌッセン機関長の遺徳を長年に渡り顕彰
しているとして、外務省より、田杭区に感謝
状が贈られる

 2 月 29 日
 3 月 15 日
 5 月 31 日
 6 月 24 日
 10 月 4 日

 10 月 13 日

 10 月 16 日
 11 月 21 日

 12 月 22 日

 1 月 31 日
 2 月 4 日

 3 月 17 日
 3 月 22 日

 3 月 

 4 月 1 日

 5 月 10 日
 5 月 11 日
 7 月 1 日

 10 月 1 日
 11 月 1 日

 3 月  1 日

 3 月  7 日
 3 月 9 日
 3 月 11 日
 3 月 31 日
 4 月 1 日

 9 月 26 日
 10 月 30 日

 12 月 12 日

2007
平成19年

2008
平成20年

2005
平成17年

日高町60年史

 1 月 30 日

 3 月 26 日

 4 月 1 日

 4 月 6 日
 5 月 23 日

 6 月 30 日
 7 月 1 日
 8 月 17 日

 8 月 31 日
 9 月 1 日
 9 月 20 日
 12 月 5 日

 1 月 8 日
 2 月 5 日
 2 月 27 日
 3 月 11 日

 3 月 28 日
 3 月 31 日

 4 月 1 日
 5 月 2 日

 5 月 17 日
 5 月 19 日

 5 月

 7 月 1 日
 9 月 12 日

日高町議会議員一般選挙告示、無投票当選
11名
産湯川水門改修および遠隔操作設備設置工事
竣工
役場機構改革
総務課・企画財政課を総務政策課に統合
住民福祉課・生活環境課を住民福祉課に統合
産業課・建設課・管財課を産業建設課に統合
教育総務課、社会教育課・公民館を教育課に
統合
地方自治法の改正、「助役」を「副町長」に
変更
子どもの、医療費助成制度の対象を小学3年
生まで拡大
クヌッセン機関長遺徳顕彰促進協議会発足
田杭区に県知事表彰が贈られる（故クヌッセ
ン機関長の遺徳の顕彰）
楠司氏、収入役を退任
地方自治法の改正、会計管理者を設置
デンマークへ訪問団を派遣（故ヨハネス・ク
ヌッセン機関長の没後50周年記念） 
農村環境改善センターの耐震改修工事竣工
学童保育所「日高町子どもクラブ」を開設
役場庁舎耐震改修工事竣工
南出川水門設置工事および遠隔操作設備設置
工事竣工

日高中学校創立50周年記念式典実施 
高家下水処理場竣工
高家住民公園竣工
役場玄関ロビーと中央公民館で、議会の生中
継を開始 
議会の一般質問をケーブルテレビで初放送
比井川水門改修および遠隔操作設備設置工事
竣工
後期高齢者医療制度開始
小中学校および、公共施設へAED15台を設
置
公用車に青色回転灯を装備
3保育所、中央公民館、教育委員会に緊急地
震速報端末を設置
「広報ひだか」の発行を年3回から隔月発行
に
日高町ホームページ全面リニューアル
3小学校、中学校、役場庁舎、温泉館、保健
福祉総合センターに、緊急地震速報端末を設
置

2001 平成 13年-2008平成 20年

感謝状を受ける、田杭区長（手前）

萩原浄水場増改築

高家駐在所

０歳児保育

産湯川水門

町長、デンマークを訪問

高家下水処理場

高家住民公園

小池下水処理場
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比井小学校屋内運動場竣工
柏コミュニティセンター竣工
美浜町・日高町・由良町合併協議会解散（廃止）
日高町・由良町合併協議会を設置
外部委託方式による、小中学校の学校給食を
開始
特別養護老人ホームひだか博愛園みちしお竣
工
広川南インターが供用開始
町制施行50周年記念講演会
町制施行 50 周年記念誌「のびゆく日高町」
全戸配布
小池下水処理場竣工

日高町・由良町合併協議会解散（廃止）
萩原浄水場増改築工事竣工（膜濾過方式採用：
簡易水道から上水道に）
志賀保育所増改築工事竣工
海岸筋に津波避難誘導灯及び海抜表示板を設
置
柏地区に人工海浜・柏ビーチ整備（延長
300m、平成7年着工）
0歳児保育を開始（志賀保育所）
上水道企業会計へ移行
藤井宗二氏、教育長退任
教育長に、玉石守氏就任
社会福祉法人太陽福祉会、社会就労センター、
パン工房サンフルひだか竣工
国勢調査実施、人口7,344人、世帯数2,480戸
日高町行財政改革大綱策定

ケーブルテレビ開局（由良町、日高町、日高
川町）
庁舎議場アスベスト対策工事竣工
高家駐在所竣工
和歌山県多目的グランド竣工
高家下志賀線竣工
住民課を住民福祉課に機構改革
日高町地域包括支援センターを設置
ケーブルテレビ行政チャンネル運用開始
町長中善夫氏、無投票で再選（2期目）
中央公民館耐震補強、アスベスト対策工事、
エレベータ設置等、改修工事竣工
故クヌッセン機関長の遺徳を長年に渡り顕彰
しているとして、外務省より、田杭区に感謝
状が贈られる

 2 月 29 日
 3 月 15 日
 5 月 31 日
 6 月 24 日
 10 月 4 日

 10 月 13 日

 10 月 16 日
 11 月 21 日

 12 月 22 日

 1 月 31 日
 2 月 4 日

 3 月 17 日
 3 月 22 日

 3 月 

 4 月 1 日

 5 月 10 日
 5 月 11 日
 7 月 1 日

 10 月 1 日
 11 月 1 日

 3 月  1 日

 3 月  7 日
 3 月 9 日
 3 月 11 日
 3 月 31 日
 4 月 1 日

 9 月 26 日
 10 月 30 日

 12 月 12 日

2007
平成19年

2008
平成20年

2005
平成17年

日高町60年史

 1 月 30 日

 3 月 26 日

 4 月 1 日

 4 月 6 日
 5 月 23 日

 6 月 30 日
 7 月 1 日
 8 月 17 日

 8 月 31 日
 9 月 1 日
 9 月 20 日
 12 月 5 日

 1 月 8 日
 2 月 5 日
 2 月 27 日
 3 月 11 日

 3 月 28 日
 3 月 31 日

 4 月 1 日
 5 月 2 日

 5 月 17 日
 5 月 19 日

 5 月

 7 月 1 日
 9 月 12 日

日高町議会議員一般選挙告示、無投票当選
11名
産湯川水門改修および遠隔操作設備設置工事
竣工
役場機構改革
総務課・企画財政課を総務政策課に統合
住民福祉課・生活環境課を住民福祉課に統合
産業課・建設課・管財課を産業建設課に統合
教育総務課、社会教育課・公民館を教育課に
統合
地方自治法の改正、「助役」を「副町長」に
変更
子どもの、医療費助成制度の対象を小学3年
生まで拡大
クヌッセン機関長遺徳顕彰促進協議会発足
田杭区に県知事表彰が贈られる（故クヌッセ
ン機関長の遺徳の顕彰）
楠司氏、収入役を退任
地方自治法の改正、会計管理者を設置
デンマークへ訪問団を派遣（故ヨハネス・ク
ヌッセン機関長の没後50周年記念） 
農村環境改善センターの耐震改修工事竣工
学童保育所「日高町子どもクラブ」を開設
役場庁舎耐震改修工事竣工
南出川水門設置工事および遠隔操作設備設置
工事竣工

日高中学校創立50周年記念式典実施 
高家下水処理場竣工
高家住民公園竣工
役場玄関ロビーと中央公民館で、議会の生中
継を開始 
議会の一般質問をケーブルテレビで初放送
比井川水門改修および遠隔操作設備設置工事
竣工
後期高齢者医療制度開始
小中学校および、公共施設へAED15台を設
置
公用車に青色回転灯を装備
3保育所、中央公民館、教育委員会に緊急地
震速報端末を設置
「広報ひだか」の発行を年3回から隔月発行
に
日高町ホームページ全面リニューアル
3小学校、中学校、役場庁舎、温泉館、保健
福祉総合センターに、緊急地震速報端末を設
置

2001 平成 13年-2008平成 20年

感謝状を受ける、田杭区長（手前）

萩原浄水場増改築

高家駐在所

０歳児保育

産湯川水門

町長、デンマークを訪問

高家下水処理場

高家住民公園

小池下水処理場



2014
平成26年

15 16

2009
平成21年

2010
平成22年

2011
平成23年

2012
平成24年

2013
平成25年

日高町地域防災計画改定
GIS（地理情報システム）運用開始
比井保育所園児・小学校児童ら送迎用に、環
境にやさしいスクールバスを導入
クエのテーマソング「クエクエ boogie-
woogie」「九絵のバラード」発表
萩原集会所耐震工事竣工

日高町が全国町村会で「優良町村」として表
彰される
内原、志賀、比井保育所に太陽光パネル設置
浄化槽市町村整備推進事業及び、農業集落排
水事業が完了
孤立集落対策防災行政無線機を、町内 10 か
所に設置
子どもの、医療費助成制度の対象を、中学 3
年生まで拡大
「広報ひだか」を毎月発行に
国勢調査実施、人口7,432人、世帯数2,648戸
町長中善夫氏、無投票で再選（3期目）
谷口交差点改良と信号機設置、谷口橋竣工

防災行政無線操作卓をデジアナ併用に更新
日高町議会議員一般選挙執行、当選11名
町内全域地籍調査が完了（平成5年より実施）
東北地方太平洋沖地震発生、日高町震度1、
津波高1m
特別養護老人ホームひだか博愛園みちしお増
床工事竣工
全国瞬時警報システム（J-ALERT）を導入
役場機構改革、住民福祉課から分課して、健
康推進課を設置
60歳以上の方の優待割引を開始（温泉館「海
の里」みちしおの湯）
御坊市外三ヶ町国民健康保険事務組合解散に
より国民健康保険業務開始
高齢者外出支援試行事業開始
農林水産省より、バイオマスタウンとして公
表
東北地方太平洋沖地震により被災した岩手県
へ、役場職員7名を派遣
第三次日高町国土利用計画策定
台風 12 号により、日高川町を始め県南部に
甚大な被害が発生し、復旧支援として、職員
23名を日高川町に派遣
第五次日高町長期総合計画策定
玉石守氏、教育長辞任

教育長に、玉井幸吉氏就任
故クヌッセン機関長の救命艇保管庫竣工
小浦川水門設置および遠隔操作設備設置工事
竣工
内原保育所駐車場完成
阿尾地区において、急傾斜地崩壊対策事業及
び、避難広場整備事業に着手
県道比井紀伊内原停車場線竣工（比井地区）
内陸の小中学校に防災頭巾、比井小学校にラ
イフジャケットを配布
比井保育所にライフジャケットを配布

災害時要援護者支援事業により、町内 10 地
区にリヤカー配備
日高中学校に空調設備設置
災害対策本部の代替施設である日高中学校
に、防災相互通信用無線機を設置
内原王子公衆便所竣工
小杭、方杭、田杭地区に衛星携帯電話を配備
各種税金と上下水道料金のコンビニ収納開始
高齢者外出支援試行事業を、本事業化
漁村再生交付金事業による、比井地区の大規
模避難路整備に着手
紀の国わかやま国体日高町実行委員会設立
教育長に玉井幸吉氏、再任（2期目）
防災行政無線のデジタル化工事に着手
日高町子育て支援センター開設（保健福祉総
合センター内）
内原、志賀、比井各小学校に空調設備設置

産湯海水浴場「海の家」竣工
小浦公民館耐震補強及び外壁改修工事竣工
（公共施設の耐震改修事業完了）
町長、中善夫氏逝去される（平成 14 年 10
月より11年 6か月間町政を担当）
南海トラフ地震津波避難対策特別強化地域に
指定される
日高町立内原小学校校舎改修工事竣工（便所
棟を2階建てに改修、校舎の補修工事等）
日高町地域防災計画改定
津波ハザードマップを更新（南海トラフ巨大
地震を想定）
志賀地区土砂災害ハザードマップを作成
総合防災マップを更新

日高町長選挙及び日高町議会議員補欠選挙告
示、日高町議会議員補欠選挙で無投票当選 2
名 
日高町長選挙執行、松本秀司氏6代目町長に
紀の国わかやま国体のリハーサル大会を開催
（５日間）
日高町シルバー人材センター設立

 3 月 31 日
 4 月 1 日
 4 月 20 日

 7 月 13 日

 9 月 27 日

 1 月 29 日

 3 月 31 日

 4 月 1 日

 5 月
 10 月 1 日
 10 月 3 日
 12 月

 1 月 20 日
 1 月 30 日
 3 月 4 日
 3 月 11 日

 3 月 24 日

 3 月 25 日
 4 月 1 日

 4 月 28 日

 5 月

 9 月 21 日
 9 月

 12 月 21 日
 12 月 31 日

 1 月 1 日
 2 月 14 日
 2 月 29 日

 3 月 5 日
 4 月 1 日

 7 月 21 日
 11 月 14 日

 12 月 20 日

 2 月 8 日

 2 月 22 日
 3 月 26 日

 3 月 31 日

 4 月 1 日

 4 月 30 日
 5 月 11 日
 6 月 18 日
 7 月 1 日

 10 月 31 日

 1 月 31 日
 3 月 6 日

 3 月 27 日

 3 月 28 日

 3 月 31 日

 5 月 6 日

 5 月 11 日
 7 月 19 日

 7 月 28 日

2009 平成 21年-2014平成 26年 日高町60年史

産湯海水浴場「海の家」

町長　松本秀司氏

津波避難訓練の様子（比井小）

改修した便所棟（内原小）

内原王子公衆便所

高齢者外出支援事業助成券

導入した
スクールバス

クエのテーマ
ソングを歌う
アコースティック
ユニット「QU-E」

谷口交差点

ひだか博愛園みちしお

第五次日高町長期総合計画

新しい救命艇保管庫と田杭区の方々
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2014
平成26年

15 16

2009
平成21年

2010
平成22年

2011
平成23年

2012
平成24年

2013
平成25年

日高町地域防災計画改定
GIS（地理情報システム）運用開始
比井保育所園児・小学校児童ら送迎用に、環
境にやさしいスクールバスを導入
クエのテーマソング「クエクエ boogie-
woogie」「九絵のバラード」発表
萩原集会所耐震工事竣工

日高町が全国町村会で「優良町村」として表
彰される
内原、志賀、比井保育所に太陽光パネル設置
浄化槽市町村整備推進事業及び、農業集落排
水事業が完了
孤立集落対策防災行政無線機を、町内 10 か
所に設置
子どもの、医療費助成制度の対象を、中学 3
年生まで拡大
「広報ひだか」を毎月発行に
国勢調査実施、人口7,432人、世帯数2,648戸
町長中善夫氏、無投票で再選（3期目）
谷口交差点改良と信号機設置、谷口橋竣工

防災行政無線操作卓をデジアナ併用に更新
日高町議会議員一般選挙執行、当選11名
町内全域地籍調査が完了（平成5年より実施）
東北地方太平洋沖地震発生、日高町震度1、
津波高1m
特別養護老人ホームひだか博愛園みちしお増
床工事竣工
全国瞬時警報システム（J-ALERT）を導入
役場機構改革、住民福祉課から分課して、健
康推進課を設置
60歳以上の方の優待割引を開始（温泉館「海
の里」みちしおの湯）
御坊市外三ヶ町国民健康保険事務組合解散に
より国民健康保険業務開始
高齢者外出支援試行事業開始
農林水産省より、バイオマスタウンとして公
表
東北地方太平洋沖地震により被災した岩手県
へ、役場職員7名を派遣
第三次日高町国土利用計画策定
台風 12 号により、日高川町を始め県南部に
甚大な被害が発生し、復旧支援として、職員
23名を日高川町に派遣
第五次日高町長期総合計画策定
玉石守氏、教育長辞任

教育長に、玉井幸吉氏就任
故クヌッセン機関長の救命艇保管庫竣工
小浦川水門設置および遠隔操作設備設置工事
竣工
内原保育所駐車場完成
阿尾地区において、急傾斜地崩壊対策事業及
び、避難広場整備事業に着手
県道比井紀伊内原停車場線竣工（比井地区）
内陸の小中学校に防災頭巾、比井小学校にラ
イフジャケットを配布
比井保育所にライフジャケットを配布

災害時要援護者支援事業により、町内 10 地
区にリヤカー配備
日高中学校に空調設備設置
災害対策本部の代替施設である日高中学校
に、防災相互通信用無線機を設置
内原王子公衆便所竣工
小杭、方杭、田杭地区に衛星携帯電話を配備
各種税金と上下水道料金のコンビニ収納開始
高齢者外出支援試行事業を、本事業化
漁村再生交付金事業による、比井地区の大規
模避難路整備に着手
紀の国わかやま国体日高町実行委員会設立
教育長に玉井幸吉氏、再任（2期目）
防災行政無線のデジタル化工事に着手
日高町子育て支援センター開設（保健福祉総
合センター内）
内原、志賀、比井各小学校に空調設備設置

産湯海水浴場「海の家」竣工
小浦公民館耐震補強及び外壁改修工事竣工
（公共施設の耐震改修事業完了）
町長、中善夫氏逝去される（平成 14 年 10
月より11年 6か月間町政を担当）
南海トラフ地震津波避難対策特別強化地域に
指定される
日高町立内原小学校校舎改修工事竣工（便所
棟を2階建てに改修、校舎の補修工事等）
日高町地域防災計画改定
津波ハザードマップを更新（南海トラフ巨大
地震を想定）
志賀地区土砂災害ハザードマップを作成
総合防災マップを更新

日高町長選挙及び日高町議会議員補欠選挙告
示、日高町議会議員補欠選挙で無投票当選 2
名 
日高町長選挙執行、松本秀司氏6代目町長に
紀の国わかやま国体のリハーサル大会を開催
（５日間）
日高町シルバー人材センター設立
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 3 月 28 日
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2009 平成 21年-2014平成 26年 日高町60年史

産湯海水浴場「海の家」

町長　松本秀司氏

津波避難訓練の様子（比井小）

改修した便所棟（内原小）

内原王子公衆便所

高齢者外出支援事業助成券

導入した
スクールバス

クエのテーマ
ソングを歌う
アコースティック
ユニット「QU-E」

谷口交差点

ひだか博愛園みちしお

第五次日高町長期総合計画

新しい救命艇保管庫と田杭区の方々
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■人口と世帯数（昭和29年～平成26年）
（数字は3月31日付）

年 人　口 世帯数 年 人　口 世帯数

昭和29年

昭和30年

昭和31年

昭和32年

昭和33年

昭和34年

昭和35年

昭和36年

昭和37年

昭和38年

昭和39年

昭和40年

昭和41年

昭和42年

昭和43年

昭和44年

昭和45年

昭和46年

昭和47年

昭和48年

昭和49年

昭和50年

昭和51年

昭和52年

昭和53年

昭和54年

昭和55年

昭和56年

昭和57年

昭和58年

昭和59年

昭和60年

昭和61年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成 2年

平成 3年

平成 4年

平成 5年

平成 6年

平成 7年

平成 8年

平成 9年

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成15年

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

9,142

9,157

9,225

9,116

8,937

9,009

8,709

8,583

8,505

8,377

8,353

8,218

8,054

7,918

7,837

7,801

7,724

7,691

7,557

7,535

7,520

7,464

7,421

7,464

7,362

7,380

7,348

7,341

7,233

7,249

7,221

7,192

7,233

7,207

7,219

7,226

7,197

7,201

7,166

7,216

7,221

7,279

7,280

7,274

7,349

7,400

7,462

7,543

7,488

7,506

7,596

7,660

7,718

7,759

7,813

7,789

7,786

7,815

7,809

7,859

7,880

1,870

1,834

1,812

1,815

1,829

1,861

1,864

1,863

1,865

1,846

1,861

1,858

1,832

1,840

1,830

1,839

1,862

1,870

1,866

1,862

1,881

1,890

1,907

1,900

1,873

1,876

1,904

1,938

1,976

1,986

1,997

2,014

2,023

2,023

2,033

2,043

2,064

2,066

2,082

2,098

2,128

2,168

2,197

2,198

2,242

2,297

2,323

2,379

2,411

2,443

2,509

2,585

2,627

2,686

2,709

2,763

2,807

2,853

2,910

2,953

3,017

日高町60年史

　平成16年から平成25年までの10ヶ年間の気象状況を見ると、
最高気温は36.6℃（平成25年8月）、最低気温は－3.5℃（平成21
年1月）、年平均気温は16.4℃で降水量年平均は1,616㎜となって
いる。
　平成25年度中の状況では、最高気温は8月11日の36.6℃、最低
気温は1月5日・2月10日の－2.3℃、年平均気温は16.3℃、年間降
水量は1,635㎜、年平均風速は3.1ｍ／secとなっている。

　降雪はあるが積雪を見ることはほとんどない。

　以上のように、温暖で四季を通じてしのぎよい気候に恵まれ
ている。

■気　象

平成16年

平成17年

平成18年 平成19年

平成20年

平成23年

平成26年

平成24年

平成21年

平成22年

平成25年

広報ひだか
アーカイブス
平成16年～平成26年発行の
「広報ひだか」より、数冊ずつ
ピックアップしてご紹介します
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　以上のように、温暖で四季を通じてしのぎよい気候に恵まれ
ている。

■気　象

平成16年

平成17年

平成18年 平成19年

平成20年

平成23年

平成26年

平成24年

平成21年

平成22年

平成25年

広報ひだか
アーカイブス
平成16年～平成26年発行の
「広報ひだか」より、数冊ずつ
ピックアップしてご紹介します



町制施行 60周年記念




